
（別紙３）

～ 2024年9月20日

（対象者数） 18人 （回答者数） 18人

～ 年　月　日

（対象者数） 4人 （回答者数）
4人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　本体施設で行われるボランティアによるコンサートや行事

も活用し、利用者の活動、経験の充実を図っていきます。

2

・たばしね学園と、今後も職場研修等の機会を継続していき

ます。

・療育センターを始め、必要に応じて、他機関への相談や連

携をとり、適切な支援の継続を目指します。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・ホームページや紙でのお便りは、目を引くレイアウト等の

工夫をする。

・モニタリング時等の直接お伝えできる機会を用いて、周知

の必要な事項について、改めて説明、確認をする。

2

3

　本体施設が近くにある事により、その資源が活用しやす

い。

　おもちゃ図書館やスヌーズレンルーム、わんぱくホールや

園周囲の広い敷地をフル活用して、利用者のあそびや余暇に

メリハリを持たせている。

　職員の専門性を活用し、適切な支援を提供している。 ・利用者個々の状態像について会議やモニタリング、日々の

引き継ぎにおいて綿密に確認し合っている。

・本体施設の職場研修に積極的に参加している。

・困難ケース等について、療育センターに相談し、対応につ

いて日々話し合っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　保護者に対して、はばたきの活動状況の周知が図れていな

い事が多い。

　ホームページや紙媒体でのお便りでお知らせしているが、

注目のひき方が不十分であること、また、説明不足が考えら

れる。

2024年9月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年9月19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス「はばたき」

○保護者評価実施期間
2024年9月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


